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「地域の皆さまへの説明会」を開催しました発電所構内ガイドツアー＆
カルチャー教室で女子力アップ！親子で楽しもう！

説明会でいただいた声を次のページでご紹介しています。

発電所ニュース

2016年1月17日（H27－R－10）
編集発行責任者
　柏崎刈羽原子力発電所広報部
　企画広報グループマネージャー
〒945-8601 柏崎市青山町16番地46
　 0120－120－448（平日 9～17時）

◆12月21日に柏崎市、12月22日に刈羽村にて開催し、両日合わせて172名の方々に
　ご来場いただきました。

◆説明会は2部構成で開催し、第1部では当社から以下の３点についてご報告しました。
　・6、7号機の新規制基準への適合性審査の状況
　・重大事故時における放射性物質の拡散影響評価結果
　・ケーブル敷設の不適合に係る対応

　第2部では、「ニュースアトム」で事前に頂いたご質問や、会場の皆さまからのご質問に
お答えしました。
　また、当発電所や福島第一原子力発電所の状況をお伝えする映像もご覧いただきました。

◆「和菓子作り」や、ちりめんを使った「ひな飾り作り」などを予定しています。
◆発電所の安全性向上の取組についてご案内する発電所構内ガイドツアーも行います。

開催日・教室内容・申込方法など詳細については、
改めてニュースアトムでご案内させていただきます。
ご家族・ご友人お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください！

（ き り と り 線 ）
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先日、あるショッピングセン
ター内に小さな子が一人で泣き
ながら歩いていました。声をか
けたところ迷子だったため、案
内所で館内放送をしてもらいま
した。暫くして、母親が走って
きて、「もうだめかと思った」
と安堵の表情を浮かべておられ
ました。お子さんも安心したの
か、大声で泣きだしました。
親子の絆ほど深いものはないと
感じた心温まる出来事でした。

（T.R.）

編集者の今月のひと言

カルチャー教室を開催します

2015年12月21日 柏崎会場

※写真はイメージです

予告予告

海抜高さ約15メートルの防潮堤 展望台からの発電所全景 　容量約２万トンの貯水池



●柏崎刈羽原子力発電所
　で現在働く人は7,042人
　です。（2015年12月1日現在）
●内訳

【発電所ミニデータ】

＜東京電力＞ （人）
柏崎市 865

県内 刈羽村 85
その他 123

105

＜協力企業※ ＞ （人）
柏崎市 2,530

県内 刈羽村 218
その他 1,354

1,762

1,178
県外

県外

＜合　計＞

5,864＜合　計＞
※ 登録人数を計上
　（12月1日の構内入構者数
　　は4,509人）
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発電所ニュース その２
◆第２部の質疑では、
　・放射性物質の拡散影響評価
　・ケーブル敷設の不適合
　・敷地内の断層調査　など
　に関する多くの質問をいただきました。

◆説明や質疑の詳細は、準備が整い次第、
ニュースアトムやホームページにて
　お知らせいたします。

◆会場やアンケート等でいただいた皆さまの声を真摯に受け止め、発電所の運営に
いかしてまいります。

柏崎刈羽原子力発電所長の横村でございます。

福島第一原子力発電所の事故から4年10ヶ月が経過しましたが、
今もなお、福島県の皆さま、新潟県の皆さま、そして広く社会
の皆さまに、大変なご心配とご迷惑をおかけし続けております
ことを、あらためて心よりお詫び申し上げます。

柏崎刈羽原子力発電所では、福島第一原子力発電所の事故の
教訓をふまえて、「理由の如何を問わず、同じような事故を
二度と起こさない」という強い決意のもと、電源車や消防車の
分散配備や、水素爆発を防ぐ対策などといった設備面での対策、
また、手順の整備や各種訓練の実施といった運用面の対策に
ついて、着実に進めているところでございます。

一方、昨年はケーブル敷設の不適合につきまして、皆さまに大変ご心配をおかけしました
ことを、あらためてお詫び申し上げます。今回の問題を教訓に、日々の業務点検や教育に
繰り返し取り組み、継続的な原子力安全の向上をめざしてまいります。

柏崎刈羽原子力発電所は、地域の皆さまに支えられております。
引き続き、所員、協力企業の皆さまと一体となり、昨日よりも今日、今日よりも明日の安全
レベルを高める取組を進めるとともに、地域の皆さまの声に真摯に耳を傾け、発電所の運営
にいかしてまいります。

最後になりますが、現場を率いる所長として、地域の皆さまのご期待に添えるよう、自ら
先頭に立ち全力を尽くす所存ですので、本年も変わらぬご指導、ご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

６，７号機の新規制基準への適合性審査の状況（1月13日現在）

主要な審査項目 審査状況

地質・地盤

敷地周辺の断層の活動性 実施中

敷地内の断層の活動性 実施中

地盤・斜面の安定性

実施中地震動 地震動

今後実施

津波 津波 実施中

火山 対象火山の抽出 実施中

現在、新規制基準への適合性について、原子力規制委員会の審査を受けています。
◆プラントの審査状況 （審査会合：71回、現地調査：１回） ◆地震・津波などの審査状況（審査会合：25回、現地調査：３回）

審査会合の実施状況・審査会合資料は発電所ホームページに
順次掲載しています。
http:www.tepco.co.jp/kk-np/data/shinsakaigou-j.html
（柏崎刈羽原子力発電所＞公表資料・データ＞新規制基準適合性に係る審査会合実施状況）

主要な審査項目 審査状況

設計基準
対象施設

外部火災（影響評価・対策） 実施中

火山（対策） 今後実施

竜巻（影響評価・対策） 実施中

内部溢水対策 実施中

火災防護対策 実施中

重大事故等
対処施設

確率論的リスク評価 実施中

有効性評価 実施中

解析コード 実施中

制御室（緊急時対策所含） 実施中

フィルタベント 実施中

2015年12月2２日 刈羽会場

http://www.tepco.co.jp/kk-np/pr/briefing/index-j.html
（柏崎刈羽原子力発電所＞広報・広聴活動＞地域の皆さまへの説明会）

【アンケートでいただいた主な声】
来場者のアンケート結果
（第１部の当社からの説明内容について）

理解できなかった
６%

未記入
１%

回答者：112名

よく理解できた
30%

ほぼ理解できた
42%

あまり理解
できなかった
６%

半分位理解できた
15%

・ケーブル問題は検証が足りなかったことを
自覚し、再発がないように願う。
・自然界に絶対はない。安全神話は崩れている。
　代替電力も検討してもらいたい。
・福島の被災者への補償を完全に実施してほしい。
・福島での原子力事故以降、それを教訓とした
対策や訓練が行われてきたのがよく分かりました。
・第2部の前に流れた福島第一原子力発電所の映像
を見て、一歩前に進んでいると感じた。

放射線のはなし 43放射線のはなし 42放射線のはなし 42新年のごあいさつ

東京電力株式会社
柏崎刈羽原子力発電所長

横村　忠幸


